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弁
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。



衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
在
沖
米
軍
基
地
に
お
け
る
英
国
軍
兵
士
の
戦
闘
・
射
撃
訓
練
参
加
等
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
国
連
軍
施
設
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
及
び
キ
ャ

ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
は
、
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
（
昭
和
二
十
九
年
条
約
第
十
二
号
。
以

下
「
国
連
軍
地
位
協
定
」
と
い
う
。
）
第
五
条
�
に
基
づ
き
、
千
九
百
五
十
年
六
月
二
十
五
日
、
六
月
二
十
七
日
及
び
七
月

七
日
の
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
並
び
に
千
九
百
五
十
一
年
二
月
一
日
の
国
際
連
合
総
会
決
議
（
以
下
「
国
際
連
合

の
諸
決
議
」
と
い
う
。
）
に
従
っ
て
朝
鮮
に
軍
隊
を
派
遣
し
て
お
り
又
は
将
来
派
遣
す
る
国
で
あ
っ
て
国
連
軍
地
位
協
定
の

当
事
国
で
あ
る
も
の
の
陸
軍
、
海
軍
又
は
空
軍
で
、
国
際
連
合
の
諸
決
議
に
従
う
行
動
に
従
事
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
て
い

る
も
の
（
以
下
「
国
連
軍
」
と
い
う
。
）
が
使
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
在
日
米
軍
施
設
・
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
。

我
が
国
は
、
国
連
軍
に
対
し
施
設
及
び
役
務
の
形
で
重
要
な
援
助
を
与
え
る
た
め
、
国
連
軍
地
位
協
定
第
五
条
�
に
基
づ

い
て
、
在
日
米
軍
施
設
・
区
域
の
う
ち
、
キ
ャ
ン
プ
座
間
、
横
須
賀
海
軍
施
設
、
佐
世
保
海
軍
施
設
、
横
田
飛
行
場
、
嘉
手

納
飛
行
場
、
普
天
間
飛
行
場
及
び
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
地
区
に
つ
い
て
国
連
軍
が
使
用
で
き
る
施
設
・
区
域
と
し
て
同
意
を
与

一



え
て
い
る
。

お
尋
ね
の
「
①
部
隊
名
（
国
別
）
、
②
使
用
年
月
日
、
③
使
用
目
的
及
び
使
用
実
態
（
内
容
）
」
は
、
国
連
軍
の
運
用
の

詳
細
に
係
る
こ
と
で
あ
り
、
相
手
国
と
の
関
係
も
あ
る
た
め
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。

二
に
つ
い
て

在
日
米
軍
の
施
設
・
区
域
の
使
用
は
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
（
昭
和
三

十
五
年
条
約
第
六
号
）
第
六
条
に
基
づ
き
米
軍
に
対
し
認
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
米
国
以
外
の
外
国
の
軍
隊
や
軍
人
が
、

そ
の
訓
練
の
目
的
で
在
日
米
軍
の
施
設
・
区
域
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
同
条
約
上
認
め
ら
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
在
日
米
軍

の
施
設
・
区
域
内
に
お
け
る
米
軍
の
活
動
に
米
国
以
外
の
外
国
の
軍
隊
や
軍
人
が
参
加
す
る
こ
と
が
、
い
か
な
る
態
様
で
あ

っ
て
も
同
条
約
上
禁
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
在
日
米
軍
の
施
設
・
区
域
内
に
お
け
る
米
軍
の
活
動
へ
の
米

国
以
外
の
外
国
の
軍
隊
や
軍
人
の
参
加
が
同
条
約
の
許
容
す
る
範
囲
内
の
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
事
案

に
即
し
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
国
連
軍
地
位
協
定
上
、
国
連
軍
の
使
用
に
供
す
る
施
設
は
、
国
連
軍

に
対
し
て
十
分
な
兵
た
ん
上
の
援
助
を
与
え
る
た
め
必
要
な
最
少
限
度
に
限
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

二



現
在
、
国
連
軍
後
方
司
令
部
に
は
、
四
名
の
要
員
が
勤
務
し
て
お
り
、
お
尋
ね
の
「
リ
エ
ゾ
ン
グ
ル
ー
プ
」
に
は
、
合
計

二
十
三
名
の
連
絡
将
校
が
所
属
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
国
連
軍
後
方
司
令
部
は
、
国
連
軍
司
令
部
と
の
間
及
び
国
連

軍
地
位
協
定
締
約
国
と
の
間
の
連
絡
・
調
整
等
、
国
連
軍
に
関
す
る
必
要
な
事
項
を
行
う
こ
と
を
任
務
と
し
て
活
動
し
て
い

る
と
承
知
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
、
御
指
摘
の
報
道
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
英
国
政
府
に
確
認
中

で
あ
り
、
特
定
の
報
道
の
内
容
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
質
問
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

五
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
七
月
十
九
日
の
武
田
報
道
官
の
記
者
会
見
に
お
い
て
は
、
「
正
式
な
入
国
手
続
き
を
取
れ
ば
、
第
三
国
人

で
も
提
供
し
た
施
設
・
区
域
内
に
入
り
、
視
察
な
ど
は
可
能
」
と
の
説
明
は
し
て
い
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

三


